
 

 

令和５年度 福島 CW 愛好会 電子工作講習会 

 

VCH 移動式アンテナ製作説明書 
 
 

・日 時 令和５年１１月２６日㈰ 午前１０時～午後３時 
・場 所 福島市杉妻学習センター ２F 講義室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●講師・資料制作：JA7SGJ 草苅高雄 

 
 
 

このアンテナの発表者は JP6VCH/松木さんで 

VCH(Vertical Coil-Half-wave)は JF1RNR/今井さんによる命名です。 
 



 
 

目    次 
                                    ページ 

１、部品確認                     ・・・・・・・・・・・・・１ 

２、構造図・回路図の説明            ・・・・・・・・・・・・・・２ 

３、 ローディングコイルの製作         ・・・・・・・・・・・・・３ 

  （１）ローディングコイルを巻く 

  （２）ローディンングコイルの端子をつなぐ 

４，バランの製作                           

  （１）バラン（フロートバラン）について    ・・・・・・・・・・・・・４ 

（２）トロイダルコイルを端子につなぐ     ・・・・・・・・・・・・・5 

  （２）ＳＷＲ確認試験                    ・・・・・・・・・・・・・6 

５、エレメント（素子）の製作 

  （１）エレメントの端子を付ける 

  （２）端子部分の補強をする 

６、各部品をつなぐ 

７、送・受信調整確認                    ・・・・・・・・・・・・・6 

 
 
 
 
 
 



 
 

１、部品確認 

 
（表１）部品一覧 

№ 品   名 数量 

１ ローディングコイル用ボビン ポリ容器 直径 8cm 長さ１０ｃｍ（カット後） １個 

２ ローディンングコイル用銅線 直径 1.2mm(SQR１．２５mm2) 長さ７ｍ １本 

３ ローディンングコイル巻き支持用自在ブッシュ 板厚２．４ｍｍ 長さ 9.5ｃｍ ピッチ 1.5mm ４枚 

４ ローディンングコイルの周波数バンド切替え用 IC クリップ２・ワニ口クリップ１ １式 

５ バラン収納ケース（ポリタッパー） 1 個 

6 バラン・トロイダルコア（外形３０ 内径２０ 高さ１０mm） ２個 

７ バラン・トロイダルコイル用エナメル線 直径 1.2m/m 長さ７５ｃｍ×2 本 １式 

８ バラン・トロイダルコア用耐熱絶テープ /耐熱結束バンド２本 １式 

９ バラン用Ｍ形コネクター メス（直径１２mm） １個 

１０ アンテナ・エレメント用ビニール被覆線 直径１．２ｍｍ 

上エレメントＡ（黄色） 長さ 1.4ｍ /上エレメントＢ（黄色） 長さ 3,4ｍ 

グランドエレメント（黒）長さ 2.6m×２ 

１式 

１１ グランドエレメント周波数バンド切替え用端子取付け板 １式 

12 圧着端子丸形１式・圧着端子 U 字型１ １式 

13 圧着端子補強用自己融着テープ、ハンダ他 １式 
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アンテナの構造図 

(7・10・１４・１８Mhz 帯 切替え用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
外導体 

中心導体 

⬆  

アンテナ給電点 

 

50Ω同軸ケーブル 
     

⬅  A・上部垂直エレメント 
（ビニール被覆線） 
径 1.25mm /長さ 1.4m 

  

ローディングコイル ➡ 

・ボビン：ポリ容器 
直径 8cm/長さ 9.5cm 

・裸銅線 径 1.2mm 
長さ 7m  29T(ターン) 

 

C グランドエレメント長 
・7Mhz  10Mhz   14Mhz 5.2m SW＝
ON 
・18Mhz                      2.6m  
SW=OFF 

  

 

⬅  B・下部垂直エレメント 
ビニール被覆線） 
径 1,2mm /長さ 3.4m 

 

⬆  C グランド エレメント  
（ビニール被覆線）径 1.2mm ・ 長さ

5.2m 

 

  

 

破線：支柱（釣り竿）  ➡ 

リ グ  

バラン 
（フロートバラン） 

➡
 

⬅ バンド切替タップ 

バンド切替板・スイッチ（SW） 

2.6m 

 

5.2m 

1.4m 

 

  ２ 

3.4m 

2.6m 

 



ローディングコイルの製作 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A上エレメント➡ 

B下エレメント  ➡ 

⬅バンド切替え用タップ 

(IC クリップ ・ワニ口クリップ) 

ローディングコイル➡ 

・エナメル線 径 1.2mm 

 長さ 7m 29 T(ターン) 

⬅丸形圧着端子 ビス止め 

支柱を通す穴 

8cm 

⬅ポリ容器の先端部をカット

し内側に取り付ける。 

 
10cm 

 

 

 

ローディングコイル線巻き固定用 

自在ブッシュ(４か所)        

厚さ 2.4mm /長さ 9.5mm 

ピッチ（間隔）1.5mm 

＜両面テープで接着する＞ 

8cm 

⬅支柱 

⬅支柱 取付け位置 

支柱を通す穴の大きさは 

支柱の直径に合わせ調

整する。 

 

３ 



バランの製作  
 
フロートバラン （電流型バラン） 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンテナ給電点 同軸ケーブル 

（リグ側） 

⬇中心導体側 

⬆外導体側（接地側） 

ダイポールアンテナを始めとする多くのアンテナは、平衡回路に分類され、一方のエ

レメントがプラス、もう一方のエレメントがマイナスとなって電波を送受信します。こ

れに対し、リグとアンテナを結ぶ同軸ケーブルは、中心導体と外導体から構成され、外

導体は基準電位となる GND（グランド）電位０V となっており、中心導体と電位の釣

り合いがとれない不平衡回路となっています。平衡回路のアンテナと不平衡回路の同

軸ケーブルを同軸コネクタ等で直接接続すると、平衡性のバランが崩れてしまい、同軸

ケーブル上にコモンモードノイズ（接地に原因するノイズ）を発生させます。コモンモ

ードノイズは、本来放射しないはずの同軸ケーブルからノイズを発生させる原因とな

り、平衡回路（アンテナ）と不平衡回路（同軸ケーブル）の接続に当たっては、不平衡

回路を平衡に変換するためのバランが必要となります。 

 今回製作するバランは、フロートバランと呼ばれものです。同軸ケーブルの中心導

体が、外導体「接地（アース）」に対し、浮遊（フロート）しているので呼ばれてい

ます。 フロートバランは、同軸ケーブルとアンテナ間に直列にコイルを挿入しま

す。中心導体側に直列にコイルを挿入すると、不平衡回路 （同軸ケーブル）の中心導体

側に行きの電流➡が流れますが、このとき、対向するコイルの方に、行きの電流を打ち

消そうとする逆向きで帰りの電流⬅が流れます。つまり、アンテナの２つのエレメント

には、それぞれ逆向きの電流が流れ、また同軸ケーブルの中心導体と外導体にも、それ

ぞれ逆向きの電流が流れ、不平衡回路を平衡回路に変換する働きをします。このため、

このバランは電流型バランに分類され、コモンモードチョークコイル（雑音除去コイ

ル）と同じ働きをし、同じ回路記号です。 

（＋）プラス

側 

（―）マイナ

ス側 

回 路 図 

４ 



フロートバラン（電流型バラン）と収納ケースの製作 
 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⬅半田付け 

同軸ケーブル断面 

  ⬇ 

GND（グランド）接地０V 

中心導体側 

外導体側 

リグ側 

アンテナ側給電点 

トロイダルコイル 

左巻き 10T《ターン》 

右 巻 き  10T( タ ー

ン) 

 

バイ〔２本線〕ファイラー

巻 

蝶ネジ 

 
 

圧着端子 

アンテナ側 
給電点を接続 

グランドエレメン
トを接続 

垂直エレメント B を接続 

トロイダルコイル 

トロイダルコア(直径 30mm) 
 

 

同 軸 ケ ー ブ ル

外導体側 

同軸ケーブル

中心導体側 

同軸ケーブル M 型コネクター受け(リグ側) 

バラン収納ケース（タッパー容器） 

※トロイダルコアには耐熱絶縁テープを巻く 

トロイダルコイルの巻初めと、巻終わりはコイルがほ

どけないよう耐熱結束バンド（薄緑色）で固定する。 

耐熱結束バン

ド➡ 

５ 

グランドエレメントへ 

垂直エレメントへ 



VCH アンテナ ローディングコイル マッチング ポイント 

 

周波数 

Mhz 

ローディング 

ｺｲﾙの巻数 

上部から  

ﾀｰﾝ(T) 

 

定在波比 

SWR 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

抵抗値･ 

（Ω） 

グランド 

エレメント

長（m） 

C（黒） 

上エレ

メント長

（m） 

A（黄＋

緑） 

７．１８ ２３ 1.7 ６０  

5.2 

 

 

1.55 

 

 

１０．９８ 10 1.2  

50 

 

14.19 11 
1.1 

18.08 15 2.6 

（表１） 

リグとアンテナの接続調整法の説明を補足し

ます。使用周波数の クリップの接続位置Tポイ

ントは、上記（表１）のとおりです。接続するの

は、使用周波数ごとに１か所となります。ICクリ

ップを使用場合は、線が細いので、２本を組みに

して使用して下さい。ワニ口クリップは丈夫です

がはずれ易く、IC クリップははずれにくいです

が強度が弱い特性があります。どちらか一方をご

使用下さい。 

上記は、私のアンテナのデーターです。参加者

の皆さんと同じ材料を使用しているので、ほぼ同

様の結果が得られると思います。 

アンテナアナライザー又は、SWR 計をお持ち

の方は、下記の方法で、ローディングコイルのマ

ッチングポイント｛T（ターン）ポイント｝をご

確認の上、調整してご使用下さい。 

グランドエレメント長は、７・１０・１４Mhzは

5.2ｍ、１８Mhz は 2.6ｍです。切替端子で切り替

えてご使用下さい。 

 

 

 



  ローディングコイルのクリップ接続位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A:上部垂直エレメントの先端の長さを調整し、各使

用周波数帯のＴ（ターン）の位置を変更できます。 

 

 

 

 

15T 

18.08Mhz 
 

1T 巻始め 

巻 始 め

￥￥￥￥
￥ 
 
 

11T 
14.19Mhz 

10T 
10.98Mhz 

23T 
7.18Mhz 
 

クリップの先を 

使用周波数ごとに上部の 

各 T ポイントへ接続する。 

29T 
巻終わり 

 

A  上部・垂直エレメント 

B 下部垂直エレメント➨ 

↡ Tポイント 



A:上部垂直エレメント と C：グランドエレメント の 

先端部分は、 防水のため融着テープ等を巻いて 

下さい。自己融着テープは 100 円ショップでも入手可。 

A:上部垂直エレメント の先端には、自己融着テーと

一緒に、強度のある糸を取付けておくと便利です。 

竹竿の先端にアンテナの先端を取付けができます。 

代わりに、接着テープ等で取り付けもよろしいです。 

なお、Ａエレメントが釣り竿の長さより、長くなってしまっ

た場合は、一部ループ状にして取り付けて下さい。 

   

 VCH アンテナの立て方について 

 このアンテナを立てる支柱（ポール）は、導電性があ

ると、アンテナに影響を与えるので、導電性のない竹

またはグラスファイバーをご使用下さい。導電性のあ

るカーボンファイバーは不適です。支柱を取り付ける

場合は、導電性のない木製の三脚や、竹や木のクイ

に取り付けて下さい。アルミ製の写真用三脚は、避け

た方がよいと思います。文末の木製三脚の製作例を

ご紹介します。材料はホームセンターや 100 均で購

入しました。 

  

使用周波数の、クリップの取付け位置、T ポイントの設定方法 

 

（１）アンテナアナライザーを使用する 

 

 

 

 

 

 

 

 アンテナアナライザー 

バラン 

同軸ケーブル 

C:グランドエレメント 

A:上部垂直エレメント 

B:下部垂直エレメント 

☚＜T ポイント接続＞ 

ア ン テ ナ ア ナ ラ イ ザ ー の
SWR メーターの値が 

1.1~1.9 になるようクリッ

プを接続する。 

ローディングコイルにクリ

ップを接続し、SWR 計の値

が 1.1～1.9 のなる 

T ポイントを設定する。 

ローディングコイル  

➨ 



 

（２）外付けＳＷＲ計を使用する 

 リグとバランの間に SWR 計 

 を付ける方法 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SWR 計 

 

バラン 

同軸ケーブル 

▲ C:グランドエレメント 

 

◀ B:下部垂直エレメン

ト 

◀ ＜T ポイント接続＞ 
外 付 け SWR 計 の 値が
1.1~1.9 になるようクリ

ップを接続する。 

ローディングコイルにクリ

ップを接続し、SWR 計の値が

1.1～1.9 になる T ポイント

を設定する。 

ローディングコイル ➨ 

リ  グ 

☚ A:上部垂直エレメント 

同軸ケーブル 
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10 
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1０ 

 

30 

3０ 

木製三脚（参考：自作例）   

100 

 

160 

 

単位自ｍｍ 

L 字アングルを少し

曲げて取り付ける 

M5・6 ㎜長ボルト・

ナット×３  

木ネジ止

め 固定用クギ 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ffffff 

平面図 

正面側面図 
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10 
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50 

 

M5・6 ㎜長

ボルト・ナ

ット×３  

25 

 

40 

 

単位自ｍｍ 

接着は、木工ボンドを使用 

接着後、クギ、木ネジを使用。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


